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４ 安全な生活環境づくり   安全・安心に暮らせる町 

４－１ 雪害防止対策                          

（１）雪害防止施設の整備と危険箇所の周知 

【現状と課題】 

本町では、雪崩等の災害から人命を保護するため、県と協力し緊急性の高い箇所から計画的・重点的に

雪害防止対策を実施してきた。しかし、急峻な山岳地域であることや近年の森林の荒廃に伴い、雪崩や倒

木による交通障害、停電、通信障害も発生していることから、雪害防止箇所の改善や危険箇所の調査及び

防災ハザードマップの見直しのほか、看板等の設置により、危険箇所の周知を図るなど安全対策を推進し

ていく必要がある。 

 

【課題を解決するための実施計画】 

○危険箇所への雪崩防止柵等の設置 

引き続き国や県と連携し、危険箇所への雪崩防止柵等の設置を推進する。 

○雪崩危険箇所の表示 

 防災ハザードマップ注や看板による雪崩危険箇所を表示し、住民への周知を図る。 

 ○倒木危険箇所の対策 

倒木の危険性がある箇所については、伐採や除却など所有者や電気通信事業者の協力を得て実施す

る。所有者が不明または連絡が取れない場合は、関係区長と連携して伐採等を実施する。 

 

■町民の役割（自助） 

 ○防災ハザードマップにより危険箇所を予め確認する。 

 ○倒木の危険がある箇所の伐採、除却を行う。 

■地域の役割（共助） 

 ○降雪前に地域全体で雪対策について話し合う。 

■行政の役割（公助） 

○雪崩危険箇所の調査、点検を行い適切な対応策を講じる。 

 ○雪害危険箇所について、住民への周知、情報提供を行う。 

 ○雪害危険箇所の森林所有者に倒木等の伐採、除却を依頼する。 

 ○防災ハザードマップに雪崩危険箇所を記載する。 

--------------------------------------------------------------------------------------------- 

※防災ハザードマップ：自然災害による被害を想定し、その被害範囲を地図化したもの。予測される災害 

の発生地点、被害の範囲、被害程度、避難場所などの情報が地図上に示される。 

基 
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４－２ 安全な雪対策の取組み                      

（１）交通安全対策活動の実施 

【現状と課題】 

 本町では、冬期間交通事故が多発している。特に雪の降り始めや道路の凍結時において、スリップなど

による車輌事故が発生しており、また、日没が早いことから夕暮れ時の交通事故なども起きやすい状況で

ある。こうしたことから、冬期間の交通安全、雪道での運転操作、スタッドレスタイヤへの早期の取り換

えなどについて、広く啓発を行う必要がある。 

 

【課題を解決するための実施計画】 

○冬期間の交通安全対策活動の実施 

警察をはじめ、交通安全関係団体や国・県と連携しながら交通安全対策活動を実施し、冬期間の交

通事故等の防止に努める。 

○雪道の安全運転等の広報活動 

関係機関との連携により、雪道の安全運転や早期のタイヤ交換の実施などについてケーブルテレビ

や広報紙などで幅広く広報活動を実施する。 

 

（２）除雪作業の安全啓発 

【現状と課題】 

 本町では、屋根の雪下ろしや除雪機械による除雪作業時や、流雪溝への投雪時の負傷・事故等が度々発

生しており、除雪作業の安全対策が必要である。 

 また、自宅前の雪を道路へ投雪するなど、除雪作業時のマナーを守らないため通行に支障をきたしてい

る。このようなことから、除雪作業時のマナーについて広く啓発していく必要がある。 

 

【課題を解決するための実施計画】 

○安全に除雪作業を実施するための広報活動 

 道路の除雪作業は大型除雪車等を使用することから、安全に除雪作業を行えるよう、町民に対し除

雪車には近づかないようケーブルテレビや広報紙により、引き続き啓発活動を実施する。 

○安全な除雪作業の広報活動 

屋根の雪下ろしや除雪作業における安全対策について、防災行政無線やケーブルテレビ、広報紙、

「にしあいづ冬の暮らしガイド」の全戸配布により周知を図る。 

   また、ホームページや SNSなどデジタル技術を活用した啓発活動を実施する。 
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【数値目標】 

 項目名 単位 現状値 令和 10年 令和 15年 設定の理由 

冬期間における事故件数 件 32 15 10 

地域における除雪時や車での事

故を防止し、安全な地域を実現す

るため。 

除雪作業安全講習会の開催件数 

（事業者、高齢者、女性 等） 
件 1 3 5 

除雪作業時の事故防止と担い手

の育成のため。全地区のニーズに

合った講習会開催を目指す。 

 

■町民の役割（自助） 

 ○早期にスタッドレスタイヤに交換するとともに、雪道での安全運転に心掛ける。 

○気象情報を確認し、豪雪時は不要不急な外出はしない。 

○交通ルールを守り、交通事故にあわない、起こさないようにする。 

 ○道路には雪を出さない、駐車をしない。 

 ○除雪車には近づかない。 

 ○雪下ろしや除雪機の操作は安全に十分注意する。 

■地域の役割（共助） 

 ○地域での交通安全対策活動を推進する。 

 ○屋根の雪下ろしなどは、できるだけ自治区など集団で行う。 

 ○自治区内の危険箇所は、自らが事前に把握しておく。 

 ○道路への投雪、駐車をしないよう呼びかける。 

■行政の役割（公助） 

 ○防災行政無線やケーブルテレビなどを活用して、交通安全対策や除雪作業の安全啓発を行う。 

 ○除雪作業の安全講習会を開催する。 

 ○一斉除雪を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 


